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レーザーの
安定化・高出力化

3月

供用開始

試験実験・装置提案課題の実施

XFEL発振
6/7 0.12nm
6/10 0.10nm
当初予定の1ヶ月

前倒しで調整進展中

＜節電要請の影響について＞

関西電力から7/1～9/22の平日
9～20時において15％程度の節

電の協力要請があった。

SACLAは年度内の供用開始に

向けて調整運転が必要であるた
め関電と交渉中であるが、繰り返
し数を当初想定したものから落と
すなどの努力をする方向で検討し
ている。
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8GeV加速達成

自発放射観測

4月 ビーム診断装置の性能確認
5月 レーザー増幅に向けた精密調整
5月末 アンジュレータの精密調整

資料２

調整運転提案
装置準備
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• 6/7に0.12 nm、6/10に0.10nmのレーザーを得た
• 光子の数は、少なくとも自発放射（18台分）の数

100倍以上

得られたレーザーについて

波長 1.25 Å
使用アンジュレータ ID1-ID18

SCM4にて観測（6/7） 自発光‐SASEスペクトル比較（6/7）

それぞれ20ショット平均


